
令和５年１月２８日（土）、うずしお会館２階第１会議室で、「第２０回 鳴門市市民活動

交流研修会」、「第２８回 安全なまちを考える市民の集い」、「第８７回 鳴門市消費者の

市・消費生活展」の３イベントが同時開催されました。

午後１時からの開会式の後、特殊詐欺防止啓発の寸劇、消費生活啓発の寸劇、市民活動に関

する報告、消費生活に関する講演が行われました。
コロナ禍により、例年実施していた午前の部（NPO・ボランティアマッチングフェアや市民

活動相談コーナー、市民活動団体によるパネル展示など）は開催せず、午後の部のみの開催と
なりましたが、約７０人の方々に来場いただきました。

研修会は私達の日常生活に関係の深い内容が多く、とてもためになる有意義な研修会となり

ました。

鳴門警察署の皆さん

鳴門市民も高額な被害にあっている特殊詐欺。
今回は市民が被害に遭いやすい還付金詐欺防止を
テーマにした寸劇を披露しました。

交通安全・防犯啓発の寸劇

消費生活啓発の寸劇

鳴門市消費者協会の皆さん

患者が増え続けている認知症・もの忘れを
テーマにした寸劇を披露しました。



『地域活動の継承の大切さ』
花づくりさいた実行委員会 平松代表

市民活動に関する報告 現在取り組まれている活動等について、各団体から詳しく
発表していただきました。

『住んでいて良かったと思えるまちを目指して』
黒崎地区自治振興会 田村会長

鳴門市消費生活に関する講演会

世界中のさまざまな商品が日本にいながら手に入る時代。しかし、大量生産・大量消費・

大量廃棄といった、社会や環境、資源に対する影響を意識しないまま消費が行われています。

エシカルとは、英語で「倫理的、道徳上」などの意味を持ち、社会や環境、地域などへの

配慮を意識してモノやサービスを購入することを「エシカル消費」と言います。

「今だけ」「ここだけ」「自分だけ」ではなく、未来の影響を考えた消費行動を一人ひと

りが行うことによって、持続可能な社会につながっていきます。
「あなたの消費が未来をつくる」。
今回は、四国大学短期大学部の加渡教授に『エシカルでつくる地域の未来』という演題で

ご講演いただき、明るく楽しくエシカルのことを学びました。
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